
茅野市神長官守矢史料館企画展

戦国時代の評議地方
緊迫を伝える古文書
来月2日まで「守矢文書に見る徳川家康とその時代」
茅野市宮川の市神長官守矢史料館で、企画展「守矢文書に見る徳川家康とその時代」

が開かれている。諏訪上社の神長官守矢家に残された書状16点を展示。武田家が滅んだ

天正10（1582）年から、諏訪頼忠が関東地方への転封から諏訪に戻った慶長6（1601）

年までの古文書で、当時の諏訪地方の緊迫した状況を伝えている。　　（宮沢知史）

古
文
書
で
諏
訪
地
方
の
激
動
の
時
代
を
紹
介
し

て
い
る
企
画
展
「
徳
川
家
康
と
そ
の
時
代
」

同
館
に
よ
る
と
、
天
正
1
0
年
3
月
に
武

田
勝
頼
が
織
田
信
長
に
滅
ぼ
さ
れ
、
同
年

6
月
に
信
長
が
滅
び
る
と
、
諏
訪
地
方
は

さ
ま
ざ
ま
な
勢
力
の
争
奪
の
瘍
と
な
っ

た
。
当
時
の
諏
訪
家
の
当
主
・
諏
訪
頼
忠

は
小
田
原
北
条
氏
を
後
ろ
盾
に
し
て
い
た

が
、
徳
川
家
康
が
諏
訪
を
支
配
下
に
置
こ

う
と
進
出
。
そ
の
後
、
北
条
と
徳
川
が
和

睦
し
、
こ
れ
に
よ
り
諏
訪
頼
忠
は
徳
川
家

康
の
傘
下
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

企
画
展
で
は
、
徳
川
勢
の
酒
井
忠
次
や

北
条
勢
の
北
条
氏
直
か
ら
の
書
状
な
ど
を

紹
介
。
諏
訪
氏
が
北
条
方
に
付
い
て
い
た

時
期
、
神
長
官
は
独
白
に
双
方
と
交
渉
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
信
長
に

よ
っ
て
焼
き
払
わ
れ
た
諏
訪
神
社
の
復
興

を
願
う
諏
訪
頼
忠
、
神
領
の
回
復
に
腐
心

し
て
い
た
神
長
官
の
様
子
な
ど
が
う
か
が

え
る
資
料
も
展
示
し
て
い
る
。

同
館
で
は
「
守
矢
文
書
に
は
戦
国
時
代

の
貴
重
な
史
料
が
豊
富
に
あ
る
。
天
正
1
0

年
か
ら
慶
長
6
年
に
か
け
て
、
諏
訪
地
方

も
激
動
の
時
代
だ
っ
た
と
見
て
理
解
し
て

も
ら
え
た
ら
」
と
話
し
て
い
る
。

7
月
2
日
ま
で
。
月
曜
休
館
。
問
い
合

わ
せ
は
同
館
（
電
話
0
2
6
6
・
7
3
・

7
5
6
7
）
へ
。


